
　
「
別
城
一
郭
」と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
の
異
な
る
二
つ
の
城
郭
を

一
体
と
し
て
運
用
す
る
築
城
方
式
。
浜
松
市
天
竜
区
に
あ
る
二
俣
城
と
鳥
羽
山
城
の
場
合
、
二
俣

城
が
深
い
濠
と
天
守
を
設
け
た
軍
事
要
塞
、
鳥
羽
山
城
が
幅
広
い
道
や
庭
園
を
設
け
た
迎
賓
館
と

し
て
用
い
ら
れ
た
。
右
ペ
ー
ジ
の
絵
図（「
諸
国
古
城
之
図
」の
う
ち
の
二
俣
城
絵
図
、
広
島
市
立

中
央
図
書
館
所
蔵
）に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
つ
の
城
は
旧
二
俣
川
を
は
さ
ん
で
南
北
に
向

か
い
合
っ
て
い
る
。
両
城
跡
は
、
戦
国
時
代
の
城
郭
の
姿
を
具
体
的
に
伝
え
る
貴
重
な
歴
史
遺
産

と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
浜
松
市
と
し
て
は
3
番
目
の
国
指
定
史
跡
に
認
定
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
態
の
城
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
。
そ
も
そ
も

は
戦
国
時
代
の
初
期（
16
世
紀
初
頭
）、
今
川
氏
が
現
在
の
天
竜
区
役
所
周
辺
に
築
い
た
二
俣
古
城

（
笹
岡
城
）が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
遠
江
を
巡
る
今
川
、
武
田
、
徳
川
の
勢
力
争
い

が
激
化
し
、
永
禄
3
年（
1
5
6
0
年
）の
桶
狭
間
の
戦
い
後
は
、
軍
事
的
強
化
の
た
め
天
竜
川
と

旧
二
俣
川
が
合
流
す
る
北
側
の
小
山
に
二
俣
城
、
そ
の
対
岸
に
鳥
羽
山
城
が
築
か
れ
た
。

　

永
禄
11
年（
1
5
6
8
年
）、
三
河
か
ら
遠
江
に
侵
攻
し
た
徳
川
家
康
は
、
今
川
方
が
守
る
二
俣
城

を
攻
略
。
し
か
し
、
元
亀
3
年（
1
5
7
2
年
）、
遠
江
・
三
河
侵
攻
作
戦
を
開
始
し
た
武
田
信
玄
に
よ

っ
て
二
俣
城
は
奪
い
取
ら
れ
た
。
こ
の
後
の
三
方
ケ
原
の
戦
い
で
家
康
は
信
玄
に
大
敗
す
る
が
、
直

後
に
信
玄
が
病
で
死
去
す
る
と
、家
康
は
直
ち
に
二
俣
城
奪
還
に
乗
り
出
す
。
天
正
3
年（
1
5
7
5

年
）、
7
カ
月
に
渡
る
攻
城
戦
の
末
、
二
俣
城
は
再
び
家
康
の
手
に
落
ち
た
の
だ
。
こ
れ
に
よ
り
家
康

の
遠
州
支
配
は
盤
石
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
の
数
年
後
、二
俣
城
に
思
わ
ぬ
悲
劇
が
訪
れ
た
。

　

天
正
7
年（
1
5
7
9
年
）
7
月
、

家
康
の
同
盟
者
・
織
田
信
長
の
下
に

1
通
の
書
状
が
届
く
。
そ
の
内
容
は「
家
康
の
正
室
・
築
山
殿
と
嫡
男
・
信
康
が
武
田
勝
頼
に
内
通

し
て
い
る
」と
い
う
衝
撃
的
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を
重
く
見
た
信
長
は
、
家
康
に
両
名
の
処
断

を
求
め
る
。
家
康
は
悩
ん
だ
末
、
同
年
8
月
に
築
山
殿
を
佐
鳴
湖
畔
で
殺
害
。
9
月
に
は
二
俣
城

に
幽
閉
し
て
い
た
信
康
に
切
腹
を
命
じ
た
。
こ
の
時
、
介
錯
人
に
は
服
部
半
蔵（
正
成
）が
選
ば
れ

た
が
、
主
筋
の
信
康
に
対
し
て
半
蔵
は
ど
う
し
て
も
刃
を
振
り
下
ろ
せ
な
い
。
そ
れ
を
見
か
ね
て
、

検
視
役
の
天
方
道
綱
が
半
蔵
に
代
わ
っ
て
介
錯
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

数
え
21
歳
の
若
さ
で
自じ

刃じ
ん

し
た
信
康
は
、
本
当
に
武
田
と
内
通
し
て
い
た
の
か
。
諸
説
あ
っ
て

真
相
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
信
康
は
長
篠
の
戦
い
な
ど
武
田
と
の
戦
で
数
々
の
武
功
を
挙
げ
、

浜
松
市
3
番
目
の
国
指
定
史
跡
に
認
定

「
信
康
自
刃
」と
い
う
悲
劇
の
舞
台
に

天
竜
川
の
下
流
平
野
を
見
下
ろ
す

二
つ
の
山
城
。
か
つ
て
、
二
俣
城

と
鳥
羽
山
城
は
「
別べ
つ

城じ
ょ
う

一い
っ

郭か
く

」と

い
う
二
つ
で
一
つ
の
“
対
の
城
”と

し
て
、
独
自
の
機
能
を
発
揮
し
た
。

遠
州
の
要
衝
を
扼や
く
す
る
両
城
を
領

有
し
た
の
は
、今
川
、徳
川
、武
田
、

豊
臣
と
い
う
名
だ
た
る
戦
国
武
将

た
ち
。
こ
こ
を
舞
台
に
繰
り
広
げ

ら
れ
た
覇
権
争
い
の
歴
史
を
振
り

返
っ
て
み
よ
う
。

二
俣
城
跡
、
鳥
羽
山
城
跡

「
別
城
一
郭
」の
面
影
残
す

▲ 天守台からは天竜川が見下
ろせる

▲ 二俣城本丸の天守台 ▲ 清瀧寺にある「信康廟」（通常は非
公開）

●二俣城跡

●鳥羽山城跡

歴
史
万
華
鏡
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父
・
家
康
の
遠
州
平
定
を
大
い
に
助
け
た
。
家
康
は
信
康
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
二
俣
に「
信
康
山

長
安
院
清
瀧
寺
」を
建
立
。
寺
域
に
は
、
そ
の
遺
骸
を
納
め
た「
信
康
廟び
ょ
う」も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
二
俣
の
人
々
は
信
康
を「
悲
運
の
武
将
」「
文
武
両
道
の
若
武
者
」と
し
て
今
も
慕
い
、
地
元

の
有
志
が
命
日
な
ど
に
廟
を
参
拝
し
て
い
る
。

　

信
康
の
悲
劇
か
ら
11
年
後
の
天
正
18
年

（
1
5
9
0
年
）、
天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
た
豊

臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
、
家
康
は
関
東
へ
移
封
と
な
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
豊
臣
家
重
臣
の
堀
尾
吉

晴
が
浜
松
城
主
と
な
り
、
支
城
で
あ
る
二
俣
城
に
は
吉
晴
の
弟
の
宗
光
が
入
城
し
た
。
当
時
の
二

俣
城
は
、
幾
重
に
も
土
塁
を
巡
ら
せ
、
軍
事
に
特
化
し
た
実
用
一
辺
倒
の
砦
。
複
数
の
曲
輪
が
階

段
状
に
配
置
さ
れ
、
防
御
用
の
堀
切
が
い
く
つ
も
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
城
と
し
て
の
威
風
を
示
す

石
垣
な
ど
は
な
か
っ
た
。
川
を
は
さ
ん
で
対
面
す
る
鳥
羽
山
城
も
、
同
様
の
中
世
的
な
山
城
だ
。

　

こ
う
し
た
城
の
素
朴
な
姿
は
、
大
阪
城
な
ど
の
絢
爛
豪
華
な
城
を
見
慣
れ
て
い
る
宗
光
に
と
っ

て
、
決
し
て
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。「
城
は
、
た
だ
守
り
が
堅
固
な
だ
け
で
は

い
け
な
い
。
城
主
の
権
威
や
権
力
を
示
す
威
厳
あ
る
姿
が
必
要
だ
。
ま
た
、
城
を
訪
れ
る
賓
客
を

も
て
な
す
た
め
の
居
館
も
ほ
し
い
」。
そ
の
よ
う
な
機
能
を
実
現
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
の
が
、
二

俣
、
鳥
羽
山
の
両
城
を「
別
城
一
郭
」と
す
る
改
修
工
事
だ
っ
た
。

　

ま
ず
二
俣
城
に
つ
い
て
は
、
本
丸
と
な
る
中
心
曲
輪
に
石
垣
づ
く
り
の
天
守
台
を
設
置
。
高
さ

5
メ
ー
ト
ル
の
台
の
上
に
は
天
守
閣
が
設
け
ら
れ
、
眼
下
の
天
竜
川
を
行
き
交
う
船
上
か
ら
、
そ

の
姿
が
よ
く
見
え
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
一
方
、
鳥
羽
山
城
に
は
幅
6
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
広
々
と
し
た
大
手
道（
大
手
門
へ
至
る
道
）が
整
備
さ
れ
、
こ
れ
は
信
長
の
安
土
城
大
手
道

に
も
匹
敵
す
る
道
幅
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
本
丸
内
に
は
岩
を
巧
み
に
配
置
し
た
枯
山
水
風
の

庭
園
と
、
迎
賓
館
と
み
ら
れ
る
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
近
世
的
な
城
郭
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
二
俣
、
鳥
羽
山
の
両
城
だ
っ
た
が
、
や
が
て
、
そ

の
役
目
を
終
え
る
時
が
訪
れ
る
。
関
ヶ
原
の
戦
い
後
の
慶
長
5
年（
1
6
0
0
年
）11
月
、
堀
尾
氏

は
出
雲
に
転
封
さ
れ
、
両
城
は
徳
川
の
所
領
に
復
帰
し
た
。
し
か
し
、
天
下
の
趨す
う

勢せ
い

は
す
で
に
徳

川
支
配
で
あ
り
、
も
は
や
他
国
か
ら
の
北
遠
侵
攻
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
た
め
両
城
は
そ

の
戦
略
的
価
値
を
失
い
、
間
も
な
く
廃
城
と
な
っ
た
が
、
貴
重
な
歴
史
遺
産
と
し
て
は
今
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
二
つ
の
城
跡
は
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
名
だ
た
る
武
将
た
ち
が
争

奪
戦
を
繰
り
広
げ
た
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

豊
臣
家
臣
の
入
城
で
城
は
変
貌

歴史万華鏡

二
俣
城
跡

鳥
羽
山
城
跡

▲ かつては旧二俣川が流れていた二俣市街 ▲ 鳥羽山城跡に今も残る枯山水風の庭園遺構

も
の
づ
く
り
の
ま
ち・浜
松
な
ら
で
は
の「
匠

の
技
」を
紹
介
す
る
当
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は

東
支
店
の
大
石
知
世
が「
注ち
ゅ
う

染せ
ん
そ
め
」の
奥

義
に
触
れ
た
い
と
、
武
藤
染
工
株
式
会
社
の

武
藤
泰
地
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
味
わ
い
の

あ
る
工
場
内
の
見
学
と
、
特
別
に
独
特
な
染

め
技
術
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

職
人
技
と
遠
州
の
風
で

生
み
出
す
独
特
の
風
合
い

の
現
場

探
訪

浜
松
注
染
そ
め
　
武
藤
染
工
株
式
会
社
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